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の自明でない加法指標とする．vを F の素点とするとき，Fvを F の vにおける完













0 1. . .
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 ∈ GLn




DをEを含む F 上の四元数環とする．このような四元数環は，ある τ ∈ F×に





τ) = (x1y1 + τx2y¯2) + (x1y2 + x2y¯1)
√
τ , x1, x2, y1, y2 ∈ E
により与えられるものとする．Gの対合を適当にツイストすると，Gの不動点は四
元数型の代数群GLn(D)と同型になる．この場合の Flicker-Rallisの予想の類似は










予想 1. pi を Gのカスピダル保型表現とする．pi が H 格別表現であるためには，
G′(A)の θ1生成的かつ θτ 生成的なカスピダル保型表現 σの基底変換となっている
ことが必要十分であろう．












ている．さらに鈴木氏はある種の弱い条件の下で n = 1の場合にこれを証明した．
すなわち，鈴木氏は次の定理を証明した．
定理 1. E/F は F のすべての無限素点は分解するとする．このとき n = 1ならば
上の予想は正しい．
この定理の証明にはKuznitsov型の相対跡公式が用いられる．とくに軌道積分の
トランスファーを示すことが重要なステップであった．
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